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（ 麻黄の成分エフェドリンは 明治20年（1887）長井長義によって明らかにされ，＼
その後その薬理作用が本文に説く薬効とよく対応することが判明した。 ／ 
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部局長の交替く大学の動き＞

法学部長

道田信一郎法学部長の任期満了に伴い，その後
たいじゅどう かなえ

任として太詩堂 m1法学部教授（国際公法第一講
座担当）が10月22n任命された。任期は，昭和59

年10月21口までである。

学生部長の交替

北川善太郎学生部長の任期満了に伴い，その後
じんの

任として神野博工学部教授（応用固体化学講座

担当）が10月16日任命された。任期は，昭和58年

10月15日までである。

薬学部の紹介として，すでに有機微量元素分析

総合研究施設（本広報l可o.140），および薬用植物園

（木広報ぬ178）をとりあげたが，今回

は主として本学部が所蔵する希観図書

「本草書」類を紹介する。

現在本学部に所蔵する古書は約500

種類で，一部医学部薬学科創設当時に

収集されたものを除けば，大部分は本

学部が新設されて後，昭和41年に附属

図書館より移されたものである。分類

別に言えば，いわゆる木i,'.Lffi類が大半

であるが，医；占，良書なども多少含ま

れている。

これらの本市書類は，書誌学の研究

対象としてfl：重であることは言うまで

もなし、。しかしそれにも憎して重要な

点は，近年とくに見直されるようにな

ってきた漢方薬の諸 を々うかがし、知る

ことができる最適の資料であるという

ことにある。

本草書には，有)l：以前より数千年に

わたって貯えられた出薬の経験知識が

累積されており，諸薬の薬効や楽性の

ほか， J采集，修治，調剤，配合，分
両，禁忌，服法など，薬物療法に関す

るあらゆる項目が網羅されている。

このような古代からの経験知識を考

証して現代に生かす研究を行なおうと

すれば，良質な版本が是非とも必要に
けいししようるい

なる。幸い主流本草の一つ『経史誼類
たいかん抱んぞう か

大観本草』の伺氏本が本学部にあり，

これは朱墨の残るとりわけ鮮明な版本

である。このほかにも，誼類本草の版本は幾種類

かあって，それらは相互に比較研究する上での武

重な資料となっている。

最近，本学部で、行なわれた漢薬の有効成分研究

の例においても，本主主一古に記載される薬効の確証
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~~； 牧野富三郎博士の掃画のあるムラサキの図
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記され，本植物の形態学的特徴を詳細に知ることができる。

· ~ 

-284-

己
L
Kい
土
」
』
お



京大広報 1982. 11. 1 

に端を発し，強力な活性成分の単離，解明に至っ

ており，これら本草書類は未開拓の研究の源泉と

して測り知れないものを有している。

誼類本草以外では，明の李時珍撰の『本草網目』

の版本は1603年の江西版を初めとして7種類所蔵

しており，このうち稲生若水の校

定になるいわゆる若水本は良版で

あるといわれている。このほか，

明・清時代の中国の各種本草書類

や，江戸時代に隆盛期を迎えた我

が国の本草関係研究書類も所蔵し

ている。なかでも，岩崎常正の

『本草図譜』は美麗な大正本であ

り，また飯沼慾斉の『草木図説』

は安政3年刊のものであるが，故

牧野富太郎博士の元蔵書で，博士

自筆の詳細な描画や注釈が各所に

見られる貴重本である。

以上紹介してきたように，各種本草書類を数多

く所有している例は，全国の大学の薬学部あるい

は薬科大学でも数少なく，これは貴重なコレクジ

ョンである。

（薬学部）

テレックスの設置

附属図書館では，このたびテレックス（日本

電信電話公社A4型機）を設置し，11月1日か

ら広く学内の利用に供することとなりましたの

で，下記を参照のうえ利用してください。

記

1 設置場所

附属図書館別館3階（本部構内 尊擁堂南

側，閲覧課学術情報掛内線電話2635,2642) 

2 テレックス ・コード番号

5 4 2 2 6 9 3 LIBKYU J 
(!:,illRARY OF KYOTO UNIVERSITY, 

JAPAN) 

3 送信

(1) 巾込み手続は，所定の利用申込書によ

る。

(2) 送信に要する経費は，各部局負担（当分

の間，校費負担に限る）とする。

(3）受付時間月曜日～金曜日 9時～17時

土曜日 9時～12時

(4) 送信の範囲は，国外（一部を除く）のみ

とする。

(5) 送信文は，利用者各自が紙テープにさん

干しする。

(6) 通信料の例

アジア ・アメリカ 730円／分，ヨーロ ッ

パ 830円／分，アフリカ 930円／分

（通信速度 50b/s, 375字／分）

4 受信

(1）受信文は，学内便等により受信者に連

絡 ・送付する。

(2) 受信予定のある場合あるいは取扱上留意

を要するものについては，あらかじめその

旨を連絡すること。

（附属図書館）

己主l
東 昇（本学名誉教授 ・医学博士）

10月26日逝去， 70歳。本学医学部卒。昭和31年本学ウ

イノレス研究所教授就任，同51年退官。その間ウイルス研

究所長（昭和38年～40年）を併任。専門はウイノレス学及

びウィルス電子顕微鏡学。
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